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は じ め に 





世界 に 広がり を みせ て いる イス ラー ム と わた し た ちの 日 本 社会 。、 イス ラー ム へ 
の 認識 は わた し た ち 日 本 人 に と っ て は まだ 遠く 隔て られ た 存在 の よう に 感じ られ 
ます 。 異な る 国 や 文化 、 慣 習 、 言 語 な どの 枠組 み を 超え 世界 を 席巻 し て きた イス 
ラー ム は わた し た ち 日 本 社会 と の 接点 と いう 意味 に お いて と て も 稀少 な も の で し 
た 。 東西 に 延び 行く 「 イ スラ ー ム 」 と いう ひと つの 教え 。 今 回 は 本 書 の 翻訳 に あ 
た り 、 ム スリ ム た ち が 日常 的 に 基盤 と する 信条 や 展望 を 彼ら の 視点 に 立っ て 分 か 
りや すく 紹介 し よう と 心がけ た も の で す 。 本書 に て 相互 の 理解 が 深まり イス ラー 
ム 世 界 を 認識 する 上 で その 助力 の 一 端 で も 担 え た れ ば と 切 に 願い ま 




































































本 書 は イス ラー ム 世 界 で 浸透 する 基本 的 事項 の 紹介 な ど を 中 心 に 、 イ スラ ー ム 
が 提示 する 徳 を テー マ と し て 、 そ の 一 部 の 例 を 紹介 する も の で す 。 それ 政 、 本 書 
を 公平 に 、 そ し て 心 を 開い て 読ん で いた だ き 、 イ スラ ー ム の あり の まま の 姿 を 少 
し で も 多く の 方 々 に 提供 で きれ ば と 願っ て いま す 。 
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山 


N 


王 


金子 


本 文 に 入る 前 に 、 こ れ ら の 言葉 に つい て 紹介 し ます 。 


40 の 








アラ ビア 語 で アッ ラー は 、 唯 一 無 二 の 創造 主 で ある 神 の こと を 示し ます 。 そ し て 、 
イス ラー ム で は 、 全 人 類 に 対す る 唯一 真正 の 神 で ある と 教え ます 。 ア ラブ 地域 で 
の ユダ ヤ 教 、 キ リス ト 教 も 同様 に 神 を 示す 言葉 と し て 、 ア ッ ラ ー と いう 呼び 名 を 
用 いま す 。 
































ムハンマド 









































彼 は 、 唯 一 な る 神 ア ッ ラ ー が 全て の 人 類 に 遣わ され た 最後 の 預言 者 で す ( 彼 の 上 
に 平安 が あり ます よう に ) 。 











イス ラー ム 











唯一 な る 神 ア ッ ラ ー の 意思 に 沿っ て 服従 、 帰 依 す る と いう 意味 で す 。 














ムスリム 


アッ ラー に 服従 、 帰 依 す る 人 々 の 事 を 指し ます 。 





クル アー ン 








唯一 な る 神 ア ッ ラ ー が 最後 の 伝達 と し て 、 預 言 者 ムハンマド に 啓示 し た 言葉 を 指 
Se 昌 














ー イ スラ ー ム へ の 旅 一 








イス ラー ム で は 唯一 な る 神 ア ッ ラ ー が 、 全 て の 創造 物 を 創造 し た と し ます 。 全 
て の 人 類 、 動 物 、 地 球 、 山 々 、 海 、 川 、 植 物 、 森 、 太 陽 、 月 、 銀 河 、 軌 道 、 昼 と 
夜 を アッ ラー が 創造 し た と する の で す 。 他 に 私 達 が 知り える も の 、 も し く は 知り 
えな いも の 、 ま だ 発見 され て いな いも の も 含め 、 す べ て の 事物 は 、 ア ッ ラ ー が 無 
数 に 創造 し た も の の 一 つの 側面 な の で す 。 





























アッ ラー は 地上 すべ て の 生物 に 生 を 授け 、 時 間 や 空間 、 エ ネル ギー、 物 質 を 含 
む 全 宇宙 を 形成 し まし た 。 そ の 上 、 ア ッ ラ ー は その 全 世 界 と そこ に 存在 する すべ 
て の 事物 の 統治 者 で あり 、 そ こ に 起こ りう る すべ て の も の の 支配 者 で も あり ます 。 








し か し な が ら 多 く の 人 々 は 自己 の 存在 は 偶然 の 事象 に よっ て 起こ っ た も の で あ 
り 、 単 な る 「 自 然 現象 」 で ある と 科学 的 な 見 方 で 言及 し ます 。 そ れ で は 彼ら が 述 
べべ る 「 自 然 現象 」 と は ? その 意味 を 実際 に 、 紐解い て みる 必要 が あり ます 。 | 自 
然 現象 」 と は 、 一 体 何 で し ょ うか ? 























あな た は 私 と 同じ よう に 、 自 然 現象 が 次 に 述べ る これ ら の 事物 を 含む こと に 匠 
同 す る は ず で す 。 植物 や 惑星 、 軌道 、 銀 河 、 谷 、 山 々 、 海 、 川 、 地球 、 太 陽 、 月 、 
星 、 そ し て 、 そ の 他 の 事物 。 こ れ ら の 事物 は 自然 に 、 も し く は 人 間 の 手 に よっ て 

















ーー 





創造 きれ た も の な の で し ょ うか ? 


クル アー ン に は 次 の よう に 、 美 し く 述 べら れ て いま す 。 














「 人 間 よ 、 あ な た が た の 主 に 仕 を な さい 。 彼 は あな た が た や あな た が た 以前 の 者 
た ち を 創造 な され た 。 あ な た が た は きっ と 正しく 導 か れる で あろ う 。」 (2 : 2 
1 ) 





「 夜 と 昼 、 そ し て 太陽 と 月 を 創造 され た の は か れ (アッ ラー) で ある 。 」 (2 1 : 
88 








それ に 加え 、「 自 然 現象 」 を 信用 し て いる 人 々 は 、 神 の 存在 を 認め る こと が で 
き な い と 主張 し ます 。 な ぜ な ら そ れ は 単純 に 目 に 見 る こと が で きず 、 触 れる こと 、 
も し く は か れ ( 神 ) に 対す る そう いっ た 試み を 行う こと が で き な い か ら で あ る と 
し は る 


2, 3 年 前 、 ア メリ カ の オレ ゴン 州 に 住む 私 の 隣人 が 、 私 の 家 を 訪ね た と き の 
話 で す 。 私 達 は 神 の 存在 に つい て 、 幾 つか の 議論 を 交わ し て いま し た 。 私 の 隣人 
は と て も 年 配 な 方 で 、 神 の 存在 を 信じ て いま せん 。 彼 は 感情 的 に テー ブル を 叩き 、 
こう 言い まし た 。「 私 は 、 こ の テー ブル の 存在 を 信じ る こと が で きる 。 なぜなら 
私 は それ に 触れ る こと が で きる し ・・・ 感 覚 的 に 捉え る こと が 出来 る か ら だ ! 」 
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私 は 彼 の 論説 を 聞い た 後 で 、 部 屋 の 中 に あっ た ラン プ を 指し 示し 、 彼 に こ 
ね まし た : 「 あ な た は 電力 の 存在 を 信じ る こと が で きま すか ?」 彼 は こう 答え 
し た : 「 も ちろ ん さ ! 」 私 は 続け て こ う 言 いま し た : 「 あ な た は 光 を 引き 起こ す 
電力 の 存在 を 、 見 る こと が で きま すか ?」 「 い や 、 (で き な い ) 」 と 彼 は 答え ま 
民 二 。 





尋 
旨 









































また 別 の 出来 事 と し て 、 ノ ルウ ェ イ の オス ロ の ホテ ル で クリ ス と いう 名 の 若い 
男性 と 彼 の 妻 に 面会 し た と き の 話 で す 。 彼ら と 親しく 討論 を 交わ し て いた と き 、 
私 は 彼 に 尋ね て み ま し た : 「 人 生 の 目的 は 何で すか ?」 と 。 彼 は ひど く 驚 いた 様 
子 で 、 こ う 答 えま し た : ! そ ん な 質問 を 開い た の は 、 こ れ が 初め で で す ! 」 それ 
に 付け 加え て 、 彼 は : 「 自 分 の 人 生 に が 1: ど 先 まじ た だ 。 彼 は 
結論 付け て こう 言い まし た :「 自 分 は どの 神 も 信じ な い 。 」 私 は 彼 に 尋ね まし た : 
DS2GR 役人 は こう 生ま し た くん だ 見 た で が の だい の 6 






































































































































神 が 遣 わし た 何 千 以 上 も の 人 々 (預言 者 た ち ) と 、 そ れ に 続く 何 十 億 人 以上 の 
彼ら の 追従 者 た ち は 、 人 類 の 歴史 を 通し て 神 の 存在 を 明確 な も の と し て きま し た 。 
性 的 、 論 理 的 な 手法 は ここ に 述べ られ た 人 々 の (歴史 的 ) 証拠 に 注意 を 払わ ず 
し て 「 科 学 的 」 な 立場 を と り ま す 。 実際 、 科 学 的 な 論理 は 森 編 万 象 の 特徴 や 状況 
に つい て は 説明 し ます が 、「 ど うし て 」 もしくは 「 誰 が 」 これ ら を 創造 し た の か ? 
と いう 質問 に 至る こと は あり ませ ん 。 事実 、 科 学 的 証拠 は 、 私 達 の 周り に 起こ る 
森 維 万 象 の 存在 は 「 偶 然 」 に よっ て 成り 立つ 、 と いう あい まい な 立場 を 示し ます 。 
科学 的 立場 が 用 いる 「 偶 然 」 と いう 言葉 は 、 単 な る 「 説 明 」 の 一 部 分 に すぎ ず 、 
森 維 万 象 、 そ し て 、 そ こ に 存在 する 自然 に 関す る 情報 を 提供 する 際 に 、 説 明 的 に 
用 いら れる も の で す 。 宇宙 の 存在 と その 自然 は 「 た だ 、 こ の よう に 生じ て いる の 
で す 」 と いう 具合 に 示さ れ ま す 。 





















































ーー 









































神 





ク グル デー ジ の 中 で は 、 こう 述べ ち れ て いま す 。 





時 


悲 あ まね く 慈 愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 


言い な さい 、「 か れ は アッ ラー で あり 、 唯 一 な る 御方 。 ア デッラ ー は 、 自 存 さ れ 、 

















御 産 みな さら な いし 、 御 産 れ に な られ た の で も な い 。 彼 に 比べ 得る も の は 、 何 も 


AO の 人 四 修め る 員 王 0) 





これ は クル アデ アーン の 中 に ある 一 つの 完全 な 章 で す 。 こ の 章 が 示す 僅か な 言葉 の 
並び の 中 に は 科 潔 に 唯一 な る 神 (アッ ラー) に つい て の 真実 性 と その 属性 が 示さ 
れ て いま す 。 そ し て 、 そ れ は 同時 に 何 百 万 人 も の 人 々 が 直面 し て いる 困難 、 そ し 
て 重要 な 疑問 に 対し て の 明確 な 答え で も ある の で す 。 



































平安 

















私 達 は 心 の 平穏 や 満足 だ け で な く 、 精 神 的 、 社 会 的 、 そ し て 世界 的 な 平和 を 、 
クル アー ン と 預言 者 の 伝承 と いう か けが え の な い 遺 産 を 通し て 達成 する こと が で 
きき ます: 


要約 すれ ば 、 イ スラ ー ム は それ ら 二 つの 真正 な 典拠 を 基 に し て 教示 され ます 。 
クル アー ン と 預言 者 の 伝承 は 、 私 達 が 唯一 な る 神 (アッ ラー) を 信じ る こと に よ 
り 、 心 の 平安 と 幸福 、 魂 の 救済 を 獲得 で きる と 述べ て いま す 。 ま た 、 私 達 は 神 が 
遣わ し た すべ て の 正しい 預言 者 た ち を も 、 信 じ な けれ ば な り ま せん ( 項 言 者 ム ハ 
ンマ ド も 含み ます ) 。 そ し て 彼ら の 正しい 導き と 、 そ の 教え に 従う こと が 求め ら 
200 の 76 お 







































































し か し な が ら 、 イ スラ ー ム で は アッ ラー を 唯一 な る 神 と 信じ 、 か れ の 預言 者 た 
ち を 信じ る だ け で は 、 心 の 平安 や 幸福 (安寧 ) 、 魂 の 救済 を 得る に は 十分 で は な 
と 説い て いま す 。 











私 達 は アッ ラー の み を 祭 拝 し 、 か れ の 谷 を 遵守 する こと に よっ て 、 ア ッ ラ テラー の 
意志 に 沿わ な けれ ば な り ま せん 。 








アデ ッ ラー の 意志 に 従順 に 従う こと は 、 ア デッラ テー が 教示 する と ころ の 本 質 の 部 分 
で す 。 か れ に 従順 に 従う こと の 意味 を 誠実 に 理解 し 、 ア ッ ラ ー を 信じ て 善行 に 励 
ん だ 者 に 対し て 、 ア ッ ラ ー は 報 装 を 準備 され て いま す 。 








クル アデ アーン の 中 で は 、 こ う 述 べら れ て いま す 。 





「 本 当 に 、 信 じ 、 正 し い 行 い に 励 ん だ 者 た ちら は 、 楽 園 の 園 を 来世 の 住処 と し て 得 
900KGAR2S 2 CD.9- 小 20 い 22 























同様 に 、 聖 書 の 報告 の 中 に は イエ ス ・ キ リス ト の 兄弟 、 ヤ コブ の 言葉 と し て こ 
う 述 べら れ て いま す 。 


























「 ち ょ うど 魂 の 抜け た 身体 が 死ん だ も の で ある か の よう に 、 行 為 の 伴わ な い 信 仰 
も 死ん だ よう な も の で ある 。」 (ヤコブ の 手紙 2 : 26) 








興味 深い こと に 、 同 書 (ヤコブ の 手紙 4 : 7) で は 前 述 で 述べ た イス ラー ム 
の 意味 が は っ きり と 触れ られ て いま す 。 
































「 あ な た 自身 、 神 に 服従 する の で す 」 (ヤコブ の 手紙 4 :7) 

















それ 贅 ムスリム は 、 イ エス ・ キ リス ト と 役 の 前 に 遣わ され た 数 多く の 預言 者 た 


ちの 、 正 し い 追 従者 で も ある の で す 。 「 ム スリ ム 」 と は 、「 自 ら の 意志 を 唯一 の 
正しい 神 に 服従 させ る 者 」 と いう 意味 で す 。 ム スリ ム は アッ ラー が 唯一 の 正 し い 
神 で ある と いう 確信 を 持ち 、 正 し い 行い を 心掛け ます 。 彼 ら は イエ ス ・ キ リス ト 
や 先 の 預言 者 た ちら が 教え 、 行 っ た よう に 従い 、 神 の 命ずる と ころ に 服 し ます 。 そ 
の 例 と し て は 、 唯 一 真実 の 神 の み を 信仰 する こと 、 礼 拝 を 行い 、 そ の 際 に ひれ 伏 
し 、 膝 ま ずく こと 、 齋 戒 し 、 施 し を 与え 、 慈悲 を 投げ か ける こと 、「 (予定 や 後々 
に 志 さ の こる 等 回 対 LCO アッ テー の 條 人 誰 が なら (イシ シシ キー マテ ンー リ を 
言う こと 、 イ エス ・ キ リス ト や 先 の 預言 者 た ちの 挨拶 で あや る 「 あ な た の 上 に 平安 
が あり ます よう に 」 (アッ ザラ テー ム ・ ア テイ クム ) と いう 言葉 を 使う こと 等 が あめ 
る の で ず 。 































































































これ ら の 上 既 述 され た 、 い くつ か の 例 と 根拠 の 一 部 分 は 、 全 て の 預言 者 た ち が 説 
いた 美 し い 教 えん 、 つ まり 「 イ スラ ー ム 」 の 明白 な 真実 性 、 統 一 性 、 そ し て 普遍 性 
を 示し ます 。 











実際 の 話 と し て 、 ム スリ ム 、 も し く は ムスリム に な る つも り の 人 々 は 、 6 つの 
信条 を 信じ な けれ ば な り ま せん 。 





6 つの 信条 


1 、 (唯一 な る 神 と し て ) アッ ラー を 信じ る こと 


か れ の 存在 と か れ の 唯一 性 、 そ し て 、 か れ が 唯一 崇拝 に 値する 存在 で ある と 信 
2 だ です) 











2 、 ア ッ ラ ー の 天使 た らち を 信じ る こと 























天使 た ち 5 は アッ ラー を 称 状 す る た め 、 か れ 自 身 に よっ て 創造 され まし た 。 彼 
は アッ ラー の 谷 令 に 従い 、 か れ の 谷 令 を 実行 し ます 。 





3 、 ア ッ ラ ー の 記 示 を 信じ る こと 


アッ ラー が 先 の 預言 者 モー ゼ や イエ ス ・ キ リス ト 等 に 啓示 され た 、 本 来 の 言葉 
が 含ま れ ま す (それ ら は 人 間 の 手 に よっ て 付け 加え られ 、 改 変 さ れ て 物語 られ て 
ゆめ や の で は あり ませ ん ) 。 イスラーム が 保科 する グ クル デー ン ぼ 、 区 言 者 ハン 
マ ド に 伝 達 され た アッ ラー に よる 最終 啓示 で あり 、 そ れ は 一 言 一 句 変わ る こと な 











く 現存 し 続け る 最後 の 言葉 で す 。 

4 、 ア デッラ ー の 使徒 た ち 、 そ し て 、 疾 言 者 た ち を 信じ る こと 
0 ナグ 人 将 まり 、 ノ ア 、 アジ ンク ム ハ な モー そし て 、 の 沈 、 イ 半 

ス ・ キ リス ト 、 ム ハン マ ド が 含ま れ ま す 。 そ れ 逆 、 も し ムスリム が モー ゼ や イエ 


ス ・ キ リス ト の 存在 を 創造 主 ア ッ ラ ー か ら の 使者 で ある と 信じ な か っ た と すれ ば 
彼ら は 本 当 の 信仰 者 と は 言え な い の で す 。 


























5 、 最 後 の 日 を 信じ る こと 


それ は 、 審判 の 時 、 説 明 責 任 を 問わ れる 瞬間 で す 。 5 アッ 

ー に よっ て 彼ら の 現世 で の 信仰 や 言行 を 問わ れ ま す 。 審判 の 最後 に は 誰が 永遠 

の 介 寺 硬 し 、 ま た 、 誰 が 地獄 の 業火 に 投げ 0 の 
の 0 で 



























































6 、 定 命 を 信じ る こと 








DD 全 知 者 で ある か れ の み が 知 る 究極 の 知識 で す 。 
に 関し 信仰 者 は 、 ア ッ ラ ー に 全幅 の 信頼 を 寄せ ます 。 彼ら は 自分 の 身 に 降り 
NN に 対し て も 、 ア デッラ ー が 定め る 運命 
と し て の 満足 を 覚え 、 そ し て 確信 を も っ て 受け 止め る の で す 。 信仰 者 は 自ら が 危 
人 の 生 落胆 や 悲観 的 な 状況 に 陥る と いう よう な こ 
と の な いよ うに 努め ます 。 彼 ら は アッ ラー に 対し て 救い や 援助 、 運 命 を 受け 止め 
る こと へ の 報 奨 を 求め る の で す 。 



















































































この アッ ラー が 命ずる 運命 、 そ し て 、 そ れ に 対し て ムスリム が 持つ 信条 は 、 彼 
ら が 経験 する で あろ 25 偏見 や 差別 、 中 傷 等 に 対し 、 アッ ラー が 定め られ た 運命 と 
し て の 認知 と それ に 対す る 満足 を 覚え 、 忍 机 する よう 促し ます 。 














簡単 に 述べ た これ ら 6 つ の イス ラー ム の 信条 は 、 信 仰 者 に と っ て 信じ な けれ ば 
な ら な い 項 目 な の で す 。 


5 つの 柱 





先 に 述べ た 信条 (理論 的 な 側面 ) に 加え て 、 イ スラ ー ム で は その 信仰 を 行動 に 
移す よう 、 私 た ち に 説い て いま す 。 ム スリ ム は 生活 の 中 で 一 般 的 な 善行 に 勤しむ 








だ け で な く 、 他 に 5 つの 基礎 で ある イス ラー ム の 柱 を 実践 し な けれ ば な り ま せん 。 
次 に 述べ る 容易 か つ 簡 潔 な これ ら の 項目 が 、 イ スラ ー ム の 実践 で や る 5 つの 柱 で 
5 ん 








1 、 シャ ハー ダ (証言 ) 














私 は アッ ラー の 他 に 神 は 無く 、 ム ハン マ ド は アッ ラー の 使徒 で や る こと を 証言 
し ます 。 








アラ ビア 語 で 唱え た 場合 、 次 の よう に な り ま す 。 








所 六 2 條 の NR が スー オン の も 2 ンク ツー ダグ の ケル NR ケル 
Re 2 ジー の が 記 


これ は 人 が イス ラー ム を 受け 入れ た 際 に 、 声 に 発し て 唱え な けれ ば な ら な い 証 
言 で す 。 そ れ は イス ラー ム の 美徳 と 容易 さ を 示し ます 。 


2 、 サ ラー (礼拝) 


日 々 、 款 り 行 われ る 5 回 の 義務 の 礼 振 に は 起立 の 姿勢 や 立 礼 、 平 伏 、 ま た クル 
アー ン の 中 か ら の 一 部 分 の 読 論 と アッ ラー へ の 称 故 、 想 起 等 が 含ま れ て いま す 。 
また 、 そ れ は アッ ラー に 対し て 、 慈 悲 と 赦し を 請 い 、 天 国 を 求め る 行為 で も ある 
の で す 。 



























































礼拝 の 美 点 と 効力 に つい て は 、 精神 的 な 成長 と 心理 的 な 快 さ 、 苦痛 や 心配 の 軽 
減 、 静 寂 や 満足 感 等 を 私 達 の 魂 や 思考 、 心 に も た らし ます 。 


NN 
ス ・ キ リス ト 、 そ し て 、 ムハンマド と いっ た 唯一 な る 神 が 遣 わし た 預言 者 た ち 
唯一 な る 神 で ある アッ ラー に 対し て 自ら 礼拝 を 行い 、 平 伏し て いた の で す 。 
























































さら に 他 の 多く の 優れ た 概念 と し て 、 ア デッラ ー の 慈悲 を 感受 し 、 か れ に 対し て 
の 服従 や 身 を 委ね る 姿勢 、 嘆 願 や 調和 の と れ た 平等 的 立場 、 誠 実 さ 、 そ し て 、 妨 
員 や 謙 遂 、 従 順 な 姿 な ど を 、 礼 拝 を 行う 者 の 動作 の 中 に は っ きり と 見 受け る こと 
が で きま す 。 














OU 2 
み グ バー 。( 笑 願 ) 。 トイ ステ デ ティク ファ テー ルリ (ゲッ シー に 攻 し を 人 の こと)。。 
だ 、 寺 ブー :( 才 笠 ) を アッ ラー だ け の た め に 行う こと { 8 








を 得る た め の 重 要 な 「 鍵 )」 な の で す 。 




















「 こ れ ら 信仰 し た 者 た ち は 、 ア ッ ラ ー を 唱 念 し 、 心 の 安静 を 得る ・・・」 
CU きみ.8) 

「 あ な た が た の 主 (アッ ラー) は 仰せ られ る 。 

『 わ れ に 祈り な さい 。 わ れ は あな た 方 に 答え る で あろ う 』」 (40:60) 


3. ザ カ ー ( 喜 捨 ) 


義務 の 一 つと し て 、 個 人 の 財産 か ら 一 定量 の 富 を 貧 し い 人 々 や 、 そ れ を 必要 と 
し て いる 人 々 に 対し て 与え る こと が 定め られ て いま す 。 ザ カー ( 豆 捨 ) 、 施 し 物 
は 信 欲 な 性 格 、 欲 深き か ら 私 た ち を 浄化 し て くれ ます 。 そ れ は 私 た ちの 財産 や 富 
を 浄化 し 、 そ し て 私 達 に 思い や りや や 分け与え の 精神 を 教示 し て くれ る の で す 。 裕 
福 な 人 と 金銭 的 に 貧し い 人 と の 間 で 相互 に 慈しみ 合い や 敬意 を 払う こと は 、 お 互 
い の 強 い 絆 を 築き ます 。 実際 それ は 、 支 え 合う こと や や 援助 、 協 力 し 合う こと 、 ま 
< 一 個人 と し て の 社会 で の 連帯 意識 を 助長 し て くれ る の で す 。 
























































4 、 サ ウム ( 斎 戒 ) 


サウ ム ( 斎 戒 ) は すべ て の 食べ 物 や 飲み 物 の 摂取 、 ま た 配偶 者 と の 性 交 を 特定 
の 時 間 帯 (夜明け か ら 日 没 ま で の 間 ) に 自制 する こと を 指し ます 。 サ ウム ( 斎 戒 ) 
は 以下 の よう な 、 い くつ か の 利点 と 教訓 を 含ん で いま す 。 


・ 精 神 面 で の 美徳 


それ は 、 ア デア ッ ラー に 対す る 「 長 毅 の 念 」 (タク ワー) を 高め 、 誠 実 さ を 増 しま 
す 。 齋 戒 月 で ある ラマ ダー ン 月 は 、 ア ッ ラ ー か ら の 慈悲 と 罪 の し を 得る た め 、 
また 地獄 の 業火 より の 救い と 永遠 の 生活 、 天 国 を 得る た め の と て も よい 機会 な の 
9 


・ 道 徳 、 感 情 面 で の 美徳 


私 た ち は ラ マダ ー ン 月 の 教訓 に よっ て 、 世 界 中 の 各地 域 で は 不 特定 多数 の 人 々 
が 空腹 の 状態 苦し ん で いる と いう こと を 知り 、 経 験 し ます 。 そ れ は 、 私 た ち が 
他 者 と 分 か ちあ うこ と や 気持 ち を 理解 する こと 、 そ し て 謙虚 な 姿勢 や 寛大 な 心 で 
親切 に 振舞 うこ と を 促す の で す 。 


・ 教 育 面 で の 美徳 



























































こも 多く の 教訓 を 私 た ち 
る こと の 悪 い 習 慣 を 改め る こと 、 も し く 
自ら の 行動 を 自制 、 克 


斎 戒 は 他 ! 











に に 2 し尿 の 3 生え を と し でき 
ょ 放 乗 する こと を 可能 と し ます 。 ま た は 
己 す る よう に 私 た ち に 教示 し ます 。 さ ら に 


、 度 を 越し て 食す 





QNO 














Em 形 、 (中 次 キリ スス 下 の よ うな 、 只 
こも 斎 戒 を 行っ て いた こと を も 私 た ち に 


・ 健 康 面 で の 美徳 





斎 戒 の 一 要素 で ある 断食 の 過程 を 通し て 、 体 は 





ます 。 医 師 や 栄養 士 た ち は 断 食 を 推奨 し 、 


「curative 





て の よい 治療 法 な の で す 。 





ご OBtGMR の eS お 人 居 、 ジ マグ ダー ジン 
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5 、 ハ ッ ジ (巡礼 ) 








ハッ ジ と は 、 全 て の ムスリム 男女 に 課 
を 示し ます 。 そ れ は 彼ら が 身体 的 、 精 
され た 際 に 課せ られ る 義務 


生 徐 
に 伴う 教義 の よう に 、 巡 礼 に 






























































ち が 、 預 言 者 アブ ラ ハ ム の 呼び か け に 答え 


イス ラー ム の 驚く べき 根源 と その 概念 を 見 る こと 





に 対し て の 服従 や 恭順 、 イ スラ ー ム の 同胞 


嘆願 や 施し 、 そ し て 斉 戒 等 で す 。 イ スラ ー ム の 巡礼 (ハッ ジ ) で は 、 人 間 の 歴 
類 の な い 宗 教 行事 と し て の 、 人 々 の 参集 を 見 る こと が 
E す 。 そ の よう な すべ て の 人 種 や 肌 の 色 を 含む 大 規模 な 人 々 の 召集 で 、 
に 従う の で す 。 
マル コム 双 や 他 の 人 々 は 、 イ スラ ー ム の 同胞 *# 








に お ける 最大 規模 か つ 他 に 





8 吉 ま 
は 唯一 な る 神 ( 
れ た 際 、 




















唯一 の メッ セー ジ ( 





に 仕え 、 





therapy (根治 療法 ) 」 と し て 表現 し ます 。 断食 は 


せら れ た 、 
申 的 そし て 金銭 的 な 余裕 か ら 遂 行 可能 と 見 
行為 の 一 つ で す 。 
は 多く の 美徳 や 教 訓 、 
百 万 人 も の (異な る 肌 の 色 や 人 種 、 そ し て 世界 





な る 神 が 遺 わし た 預言 者 た ち が 、 過 去 








想起 させ る の で す 。 














ジス ベジ 


っ ボノ フリ 





毒素 や 余分 な 脂肪 を 取り 除 か れ 
Irubbish-burner (老廃 物 の 燃焼 ) や 
様々 な 病気 に 対 し 





























月 の 斎 戒 が も た ら す 美徳 と 利点 の 一 部 で 


生涯 で 一 度 の マッ カ 巡 礼 の 事 





既 述 され た イス ラー ム の 柱 や それ 


利点 等 が 含ま れ て いま す 。 何 
の 各地 域 か ら 集 っ た ) 信仰 者 た 
る の で す 。 巡 礼 が 行わ れる 期間 中 に は 、 
20C き ます 。 守れ は 、 デ ッ タ ー 


一 個人 と し て の 認識 、 忍 耐 や 犠牲 、 
































愛 と 





史 




















彼ら 
ハッ ジ の た め マ ッ カ を 訪 
青 神 や 平等 的 立場 な ど 、 真 














実 の 信仰 と し て の 教訓 と 美徳 を 学ん だ の で す 。 





上 














「 巡 礼 で の 体験 は 私 の 視 


野 を 広げ て くれ た 。 私 に 新しい 見 議 を 与え て くれ た の だ 。 








加 地 で の 二 週 間 は アメ リカ 生活 3 9 年 の 昌 
すべ て の 人 種 、 




















肌 の 色 (青い 眼 の 者 、 色 白 





で 、 自 分 が 見 た こと の な い 光 基 だ っ た 。 


の 者 か ら 黒 い 肌 の アフ リカ 人 まで ) を 


























目 に し た の だ 。 彼ら は 真実 の 兄弟 愛 を 持っ て いた 。 一 つの 共同 体 だ っ た 。 共 に 生 
き 、 共 に 一 個人 と し て 上 祭 拝 行為 に 専念 し て いる 姿 が そこ に は あっ た 。」 








ーママ ノレ コム 文 一 


クル アデ アーン 











クル アー ン と は 、 人 間 の 生き 方 を 規律 立て 、 統 治す る た め に 唯一 な る 神 (アッ 
ラー) に よっ て 制定 され た 啓 直 の こと を 指し ます 。 それは 創造 主 の 完全 な 知識 に 
基づき 、 か れ の 創造 物 に つい て 述べ られ た も の で す 。 ク ルアー ン は 私 た ち を 真実 
へ と 方 向 づ け 、 人 類 を 真実 の 道 へ と 招き 入れ ます 。 そ れ は 人 間 の 宿命 に 対す る 
要 な 情報 を 含み ます 。 人々 が それ を 理解 し よう と 努め 、 そ の 訓 戒 を 適用 し た 時 、 
クル アー ン は 人 々 を 諭し 、 気 高い 精神 を 育み 、 道 徳 心 、 知 力 、 社 会 的 地位 を 高め 
て くれ る の で す 。 ク ルアー ン は 預言 者 性 を 示す 確固 た る 証拠 と し て 、 最 後 の 預言 
者 ムハンマド に 授け られ た 、 一 つの 不変 性 を 帯び た 奇跡 的 出来 事 で す 。 そ れ は 唯 
一 無 二 に し て 、 比 類 な き 性 質 を 備 た て いま す 。 1 4 世紀 も 前 に 啓示 され た クル ア 
ー ン は 、 そ の 元 来 の アラ ビア 語 様式 を 留め 、 完 全 無 傷 の 状態 で 不変 性 を 保ち な が 
ら 今 尚 、 現 存 し て いる の で す 。 


































































































唯一 な る 神 が も た ら す 広大 な 言葉 と その 英知 の 中 か ら 、 い くつ か の 洗練 され た 
クル アー ン の 節 を 読者 の 方 々 と 共有 で きる こと を 切 に 願い ます 。 し か し な が ら 、 
本 書 の この 限ら れ た スペ ー ス の 中 で どの 節 を 紹介 する べき か 、 そ の 選択 は 私 に と 
っ て 非常 に 困難 な も の で す 。 そ れ 逆 、 唯 一 な る 神 か ら 下 され た これ ら の 言葉 が 持 
つ 特 性 を 知る た め に も 、 読 者 の 方 々 は 個人 的 に クル レル アーン に 目 を 通さ れる こと を 
お 勧め し ます 。 ウル ア ン 原 典 の 写本 を 入手 され る か 、 も し く は 信頼 の お ける イ 
スラ ー ム の ウェ ブサ イト を 活用 し て みて くだ さい 。 






















































































確か に 、 ア ッ ラ ー、 そ し て イス ラー ム は 、 平 安 や 慈悲 、 寛 容 を 起点 と し た も の 
で あり 、 憎 し みや 殺 狐 、 テ ロ 行 為 を 根源 と し た も の で は あり ませ ん 。 そ れ 故 、 イ 
スラ ー ム で は 魂 の 救済 や 永遠 の 生活 を 得る こと を 目的 と し 、 ア ッ ラ ー に 立ち 返り 、 
アッ ラー の み を 信じ 、 そ し て 善行 に 励む こと を 勧め る の で す 。 無実 の 人 や 正 し い 
行い の 人 が 他人 の 罪 を 背負 うこ と は あり ませ ん 。 イ スラ ー ム は それ に 従う 者 ( ム 
スリ ム ) に 対し 、 他 者 へ 寛容 に 振舞 う よ う 教 示し て いま す 。 こ れ は 、 イ スラ ー ム 
が 示す 美しい 観 点 で す 。 実 際 、 イ スラ ー ム は 慈悲 と 寛容 の 宗教 な の で す 。 




















公正 


「 あ な た が た 信仰 する 者 た ちよ 、 ア デッラ ー の た め に 堅固 に 立つ 者 と し て 、 正 義 に 











ON 人 々 を 憎 剖 する あま り 、 あ な た が た は (仲間 に も 敵 に も ) 
に 反し て は な ら な い 。 正義 を 行い な さい 。 それは 最も 篤 信 に 近い の で ある 。 
1 eo 





イス ラー ム で は 仲間 で あれ 敵対 者 で あれ 、 す べ て の 人 々 に 対し て 公正 に 振舞 よ 
うに 教え て いま す 。 ま た 、 そ れ は 平和 な 時 で あっ て も 戦時 で あっ て も 、 い か な る 
時 で あれ 同様 の 事 が いえ る の で す 。 
































また イス ラー ム で は それ に 従う 者 た ち に 対し て 、 彼 ら 自 ら が 個人 の 気まぐれ な 
思い つき 社会 的 、 文 化 的 な 事情 か ら 離 れ 、 無 条件 に 公正 さと 道徳 を 持っ て 行動 
2 の EC MY ま すら 








「 誠 に アッ ラー は 、 あ な た が た が 信託 さき され た も の を 、 も と の 所 有 者 に 返還 する こ 
と を 命じ られ る 。 ま た あな た が た が 人 の 間 を 裁く 時 は 、 公 正 に 裁く こと を 命じ ら 
Me 4 人 な 9) 











実践 すべ きも の と し て 明示 され る 美徳 、 不 変 の 価値 観 、 慈 悲 、 そ し て 公正 さ の 
うに 、 イ スラ ー ム で は ムスリム の 学識 者 た らち が 示す 5 つの 必要 事項 を 守る よう 、 
私 た ち に 命じ て いま す 。 


ー5 つ の 守ら れる べき も の 一 

















イス ラー ム で は ムスリム に 対し て 彼ら 自身 、 そ し て 他 者 に 対し 次 に 示す 項目 を 
守る よう に 命じ ます 。 











1、 宗 教 2、 生 命 3、 
て の も の ) 





性 4、 名 准 (尊厳 ) 5、 財 産 (私 達 が 所 有する 全 








自由 と 宗教 の 保護 に 関し て 、 ク ルアー ン で は 次 の よう に 述べ られ て いま す 。 


宗教 に 強制 が あっ て は な ら な い 一 」 (2 : 256) 





この よう に イス ラー ム で は 、 人 間 全 体 に 対す る 敬意 を 示 し 、 い か な る 人 で あっ 
て も 力 に よっ て 宗教 に 帰依 する よう 強い られ る こと は あり ませ ん 。 こ れ は イス ラ 
ー ム の 誠実 さ 、 美 徳 、 優 し さ 、 寛 容 さ で あり 、 ム スリ ム が ムスリム で な い 人 々 に 
対し て 振舞 うべ き 態 度 な の で す 。 そ れ 故 、 私 た ち は 他 者 を 判断 する 際 、 実 直 で 客 
観 的 に 、 そ し て 公正 に 振舞 わな けれ ば な り ま せん 。 ア ッ ラ ー は 私 た ち に 対し 、 ク 
ル ア デー ン の 中 で この よう に 人 述べ て いま す 。 











「 あ な た が た は (仲間 に も 敵 に も ) 正義 に 反し て は な ら な い 。 正義 を 行い な さい 。 
それ は 最も 篤 信 に 近い の で ある 一 -」 





現今 、 何 千 も の 思慮 分 別に 富ん だ 、 和 客観 的 で 誠実 な 、 心 の 広い 世界 中 の 男女 が 
イス ラー ム を 受け 入れ る 姿 が 日 々 見 受け られ ます 。 役 ら が いか に し て イス ラー ム 
に 立ち 返っ た か の 経緯 は 、 多 く の 書 籍 や 記事 、 イ ンタ ーネット の ウェ ブサ イト 上 
で 見 る こと が で きま す 。 





























を 遂げ て いる 宗教 と し て 報告 され て いる の で す 。 

















な ぜ 、 イ スラ ー ム ? 


「 人 々 よ 、 わ れ は 一 人 の 男 と 一 人 の 女 か ら あ な た が た を 創り 、 種 族 と 部 族 に 分 け 
た 。 こ れ は あな た が た を 、 互 い に 知り 合う よう に させ る た めで ある 。 ア ッ ラ ー の 
御 許 で 最も 吐い 者 は 、 あ な た が た の 中 最も 主 を 戻れ る 者 で ある 。 本 当 に アッ ラー 
は 、 全 知 に し て あら ゆる こと に 通 暁 な され る 。」 (49 : 13) 














イス ラー ム か ら は 、 卓 越し た 平等 の 概念 を 確認 する こと が で きま す 。 預言 者 ム 
ハン マ ド は 別れ の 巡礼 の 際 、 最 後 の 説教 と し て 次 の よう に 述べ て いま す 。 














「 人 々 よ 、 あ な た 方 の 神 は 唯一 で あり 、 あ な た 方 の 父祖 は 一 人 で ある 。 あ な た 方 
は すべ て が アダ ム の 子孫 で あり 、 ア ダム は 土 か ら 創 造 さ れ た 。 ア ラブ の 民 が アラ 
プ ブ 以 外 の 民 よ り も 優れ て いる わけ で も な けれ ば 、 ア ラブ 以外 の 民 が アラ ブ の 民 に 
優 っ て いる わけ で も な い 。 白い 肌 の 人 種 が 黒い 肌 の 人 種 に 優 っ て いる わけ で も な 
けれ ば 、 黒 い 肌 の 人 種 が 白い 肌 の 人 種 よ り も 優れ て いる わけ で も な い の だ 。 あ な 
た が た は 平等 で ある 。 誰 も アッ ラー に 対す る 長 毅 の 念 と 善行 を 除い て 、 他 の 人 々 
下 秒 人 0 優れ CC いる と うり こと 付 な いい 















































※ イ スラ ー ム で は 人 種 、 肌 や 眼 の 色 、 国 籍 な ど に よっ て 他 者 を 嫌悪 、 も し く は 見 
ポ まあ の な か ない よう 教示 い て の ます 。 














※ イ スラ ー ム は 世界 で 起こ っ て いる 人 種 、 民 族 間 の 衝突 、 差 別に 対す る 実践 的 な 
改善 法 で も ある の で す 。 











NNN 白い 肌 の 人 種 は 、 同 じ 人 類 と し て の まさ に 同 

に すぎ ませ ん 。 彼 ら は 皆 同 じ く し て 土 よ り 創 造 さ れ た アダ ム を 父 と する の で す 。 
3 、 私 た ち は 土 か ら 来 た の で あり 、 や が て 再び 土 に 還 り ます 。 私 達 が ク 
ルアー ン と 和 預 言 者 の 最後 の 説教 か ら 見 出す こと の で きる 上 述 の 言葉 は 、 一 つの 
要 な 教訓 で す 。 そ し て 、 こ れ は マル コム X メ が マッ カ 巡 礼 の た め に 訪れ た 際 、 現 地 
で 得 た 教訓 で も ある の で す 。 そ れ な の に 、 な ぜ あ る 種 の 人 々 は 他 者 に 対し 、 横 柄 
さや 間違っ た 自尊 心 に 基づい た 感情 や 行動 を 示す の で し ょ う ? 
























































| 書 WY な さい 。 お た だ し た ち は デ アッ テー を 信じ 、 わ た し た ち に 啓示 され た だ や の を 
信じ ます 。 また イブ ラー ヒー ム (アブ プラ ハム ょ ム ) 、 イ スマ ー イ ー ル (イシ ュ マ エル ) 、 
イス ハー ク (イサ ク ) 、 ヤ アコ ー ブ (ヤコブ ) 、 と 諸 支 部 族 に 啓示 され た も の 、 
と ムー サー (モー ゼ ) と イー サー (イエ ス ) に 与え られ た も の 、 と 主 か ら 預 言 者 
た ち に 下さ れ た も の を 信じ ます 。 か れ ら の 間 の どちら に も 、 差 別 を つけ ませ ん 。 
か れ に わた し た ち は 服 従 、 帰 依 し ます 。』」 (2 : 136) 











AA AIK デ グ の の ん Z だ (アゲ アクア ン パイ リン この ルレ 。 シリ サク ドコ ョ ダ 、 鞍 憲 
ゼ 、 イ エス ・ キ リス ト 、 そ し て 、 ム ハン マ ド (彼ら の 上 に アッ ラー の 平安 が あり 
ます よう に ) を 含む 、 唯 一 な る 神 が 遣 わし た すべ て の 預言 者 た ち を 敬愛 し 信じ ま 
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預言 者 ムハンマド は 、 次 の よう に 述べ て いま す 。 















































「 私 は すべ て の 人 類 の 中 で 、 マ リア の 息子 イエ ス ・ キ リス ト (【 NN 私 と 彼 
(イエ ス ・ キ リス ト ) の 間 に 預 言 者 は 存在 し な い 。 預言 者 た ち は 実 に 兄弟 的 な 間 
柄 で ある 。 彼ら は 母 の 母胎 を 異 に する が 、 彼 ら の 宗教 は 一 2 ] 
































「 ア ダム と イヴ の 信仰 」 
リン ダ ・ バ ー ト 筆 (アメ リカ 合衆国 ) 


神 が ア ダム と イヴ に 命じ た 宗教 と は 、 何 だ っ た の で し ょ うか ? クル アー ン に よ 

れ ば 、 私 た ちの た め に 神 が 選 ば れ た 宗教 は 、 平 易 で 完全 な 神 へ の 服従 で し た 。 そ 
れ は アラ ビア 語 で 、「 イ スラ ー ム 」 と 呼ば れ ま す 。 そ れ は クル アー ン の 中 で 、 ア 
ブラ ハム の 宗教 と し て 述べ られ て いる も の で す 。 彼 (アブ ラ ハ ム ) 自身 も 、 神 に 




























































































対し て 純粋 に 服従 し た 人 物 で し た 。 全 て の 人 々 は 神 に 服従 する 魂 と 共に 生ま れ て 
くる 、 と いう の が イス ラー ム 的 観点 で す 。 し か し な が ら 人 は 、 自 分 た ちの 創造 さ 
れ た 公正 な 生き 方 に 対し て 従う こと も 、 ま た その 人 道 か ら 逸 ん れ て し まう こと も 自由 
に 選択 する こと が で きる の で す 。 各 人 は 人 生 に お いて 何 度 か 、 神 に 自ら の 意志 

服 す る 道 、 も し く は 自ら の 利益 や 物質 的 追求 、 不 信心 な 態度 を 決め 込む 道 の い ず 
れ か を 決定 する 、 個 人 的 な 判断 を 下さ な けれ ば な り ま せん 。 も ちろ ん 多く の 人 々 
が 、 真 実 や 正しい 道 か ら 離 れ て し まう こと も あり ます 。 そ れ ら の 要因 と し て 両親 
の 不信 心 や 乱 野 な 発言 や 態度 、 も し く は 精神 的 な 教育 の 有無 等 と いっ た 生活 環境 
が 関係 し て くる こと が ある の で す 。 イ スラ ー ム 的 な 観点 で は 、 各 個人 の 理解 や や 先 
天 的 な 性 質 に 基づき 、 唯 一 な る 神 の 判断 が 下さ れ ま す 。 私 た ち は 、 審 判 の 時 に 下 
され る 唯一 な る 神 の 決定 が 、 必 ず 寸 分 違わ な い 公 正 な も の で ある と 確信 し て いま 
す 。 人 が 自身 の 全て を 神 に 服 す る 時 、 人 間 に 存 する すべ て の 側面 一 思考 や 身体 、 
そし て 魂 な どー は 、 神 に 対し て ささ げ ら れ た も の で な けれ ば な り ま せん 。 自己 の 
魂 を 、 礼 拝 や その 他 の 重要 性 を 帯び た 不可 欠 な 崇拝 行為 を 通じ て 、 汚 れ の 無い 状 
態 に 保つ こと は 必要 で あり 、 意 識 を 健全 な 知識 に 向け る こと 、 そ し て 身体 を 健全 
な 生活 様式 に 従事 させ る こと も 重要 な の で す 。 イ スラ ー ム は 私 た ち が 創 造 さ れ た 
目的 を 、 私 た ち 自 身 に よっ て 認識 する 機会 を 提供 し て くれ ます 。 ム スリ ム に な る 
こと に よっ て 、 こ れ ま で の 多々 な る 重荷 を 背後 に 残し て 行く か の よう に 、 生 来 の 
自分 を 手 に する の で す 。 イ スラ ー ム の 真実 と は 、 物 事 を 識別 し 、 偽 り を 放棄 する 
助力 を 与え 、 全 て の 宗教 に 対す る 真実 性 を 詳 述 する こと の 明示 な の で す 。 イ スラ 
ー ム を 受諾 する 人 々 は 、 世 界 中 に 広がり を 見 せ て いま す 。 





































































































































































































※ リン ダ ・ バ ー ト 氏 は アメ リカ 人 の 作家 、 詩 人 、 芸 術 家 で も あり ます 。 


最後 の 預言 者 

















西暦 5 7 0 年 頃 、 ム ハン マ ド ( 彼 の 上 に 平安 が あり ます よう に ) は アブ ドッ ラ 
ー の 皿 子 と し て マッ カ に 生ま れ ま し た 。 彼 は 人 々 の 間 で 、 ア ル ・ ア ミー ン (信頼 
の け さあ 人 ) と し で 知ら れ ま すみ パシ ンマ ド が えり 0 に な つた だ 時 、 天使 カジ アリ 
ル が 、 彼 の 前 に 神 の 啓示 を 携え て 現れ まし た 。 ムハンマド が 最初 に 受け た 命令 は 、 
彼 の 妻 ハ ディ ー ジ ャ を 含め た 近親 の 人 々 に 対し て 、 イ スラ ー ム を 教示 する と いう 
も の で し た 。 そ し て 、 つ い に は 全て の 人 々 に 対し て メッ セー ジ を 伝達 する よう に 
と の 啓示 を 受け る こと に な り ま す 。 そ れ 以 降 、 彼 は 優れ た 手 本 を 示す 、 人 々 へ の 
最良 の 模範 と し て 、 ア ッ ラ ー (唯一 な る 神 ) の メッ セー ジ を 他 の 人 々 に 伝え まし 











































































































た 。 西 暦 6 3 2 年 、 預 言 者 ムハンマド は 享年 6 3 才 に し て この 世 を 去り ます 。 














預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 が あり ます よう に ) は 「 最 後 の 預 言 者 」 と 呼 
ば れ ま す 。 す な わ ち 彼 は 最終 の 預言 者 で あり 、 ま た イエ ス ・ ペッ の た の 條 衣 の 
オリ ジ ナ ル を 含む 、 彼 以前 に 啓示 され た 全て の 真実 を 確証 する た め に 遣わ され ま 
隔 5 















































グル チー の の 中 で 人 ほ 、 こう 908 ペ ら れ て で いり まう 











「 ム ハン マ ド は アッ ラー の 使徒 で や り 、 そ し て 預言 者 た ちの 封 で ある 」(3 3: 
4 0 ) 














彼 (ムハンマド ) と イエ ス ・ キ リス ト と の つなが り を 確証 する も の と し て 、 問 
言 者 ムハンマド は 言及 し て いま す 。 「 も し 、 人 が イエ ス ・ キ リス ト を 信じ 、 そ の 
上 、 私 の こと を 信じ る の で あれ ば 、 彼 は 二 倍 の 報 所 を 得る で あろ う 。」 




















また 、 預 言 者 ムハンマド は 述べ て いま す 。 





「 私 は 全 人 類 の 中 で 、 マ リア の 息子 イエ ス ・ キ リス ト に 最も 近しい 人 物 で ある 。 
私 と 彼 と の 間 に 預 言 者 は 存在 し な い 。」 









































預言 者 ムハンマド に よる これ ら の 発言 は 、 彼 が いか に イエ ス ・ キ リス ト ( 析 の 

WP0R ち の ト に あり ます よう に ) に し て を し いた の か 4、 反 

ち に 明示 し て くれ ます 。 こ れ は イエ ス ・ キ リス ト が 福音 書 の 中 で 予言 し た も の 
3 紹介 する つも り で す 。 















































ムハンマド 














ムハンマド は その 幼少 時 代 、 青 年 期 、 預 言 者 時 代 、 そ し て 、 こ の 世 を 去る 最期 
に 至る まで 、 そ の 卓越 し た 性 格 と 道徳 的 振る 舞い に よっ て 、 多 く の 人 々 を 魅了 し 
RU NRN ET 5 の 
彼 の 私 的 な 部 分 か ら 公 的 な 発言 に 至る まで の 全て の 詳細 は 正確 に 、 そ し て 確実 な 
人 8 こ 保存 され て いま す 。 彼 は 預言 者 で あり 、 使 徒 
で あり 、 敬 度 な 指導 者 で あり な が ら 、 社 会 を 改革 し 、 道 徳 的 姿勢 へ と 導き 、 政 治 
を 語り まし た 。 これ に 関し イン ド の 着 学 教授 で め る ラー マク グ クリ シュナ ィ テ オナ 氏 は 

彼 の 小冊子 「 ム ハン マ ドー イスラーム の 預言 者 一 」 の 中 で 、 彼 の こと を 「 人 間 の 
生き 方 の 完璧 な 模範 」 と 称し て いま す 。 ラ オ 教 授 は 明らか に し ます 。 























































































































「 ム ハン マ ド の 人 格 の 全て の 側面 を 知る と いう こと は 、 非 常に 困難 な 業 で す 。 そ 
の 僅か な 一 部 分 で め あれ ば 、 私 に も 可能 か も し れ ま せん 。 こ の 見 事 な 成 功 劇 は まる 
で 絵 に か いた よう な も の で す 。 ムハンマド は 預言 者 で あり 、 軍 人 で あり 、 商 人 で 
あり 、 政 人 宮 を 司 り 、 雄弁 家 で あり 、 改革 者 で あり 、 孤児 を 擁護 し 、 奴隷 の 保護 者 、 
女性 の 解放 者 で あり 、 裁 判官 で あり 、 慈悲 深い 人 物 で す 。 これ ら の 壮大 な 役割 を 、 
すべ て の 人 間 活 動 の 面 に お いて 成 し 遂げ た 彼 は 敬 慕 の 的 (英雄 ) な の で す 。」 


























預言 者 ムハンマド 





一 他 宗 教 の 聖典 に お ける 預言 者 ムハンマド 到来 に 関す る 記載 一 





本 書 で は 、 他 宗教 の 聖典 に よる 預言 者 ムハンマド 到来 の 予言 を 主題 と し て 取り 
扱う 2 こと は し ませ ん が 、 ム スリ ム の 学識 者 た ちら が バ ル シ ー 教 (イン ド の ベル シア 
系 ゾロ アス ター 教徒 の 一 派 ) 、 ヒ ンド ッ ゥ ー 教 、 仏 教 、 ユ ダ ヤ 教 、 キ リス ト 教 の 聖 
典 の 中 で それ を 発見 し て いる こと を 取り 上 げ な けれ ば な り ま せん 。 実際 、 他 の 聖 
典 の 中 で 登場 する ムハンマド は 、 イ ンタ ーネット 上 は も ちろ ん の こと 、 数 多く の 
書籍 や 論考 の 中 で と て も 興味 深い 話題 と し て 徹底 的 な 議論 が 取り 交わ され て きま 
し た 。 (この テー マ に 関し て さら に 情報 を 得 た い 方 は Dr.Zakir Naik (Dr. ザ ー キ 
ル ・ ナ イク ) の ウェ ブサ イト 、www.irfnet も し く は イン ター ネッ ト の 検索 項目 
に Prophet Muhammad, Muhammad in the Hindu scriptures, Muhammad in 
the Bible 等 と 書き 込ん で 検索 し て みて 下さ い 。) 書籍 の 取り 扱い と し て は 
A.H.Vidyarthi や U.Ai が 執筆 し た 「 バ ル シ ー、 ヒ ンド ッ ゥ ー、 仏 教 の 聖典 の 中 に 見 
る ムハンマド 」、 ま た は 、 ア ブ ド ル ・ ア ハ ド ・ ダ ー ウ ー ド 教授 ( 元 キ リス ト 教 聖 
職 者 デヴィ ッ ド ・ ベ ンジ ャ ミン ) の 著書 、「 聖 書 の 中 に お ける ムハンマド 」 等 が 
挙げ られ ます 。 そ の 中 で は 聖書 の 予言 に ある 、 「 モ ー ゼ に 類似 し た 」 問 言 者 の 出 
現に つい て 次 の よう に コメ ント し て いま す 。 



























































「 私 た ち は 以 下 の 言 葉 を 申 命 記 (旧約 聖書 第 五 の 書 ) 第 1 8 章 、18 節 に 見 る 
この 7 が で きる 。 


























「 わ た し は 彼ら の た め に 、 彼 ら の 同胞 の 只 中 か ら 、 あ な た の よう な 一 人 の 預言 
者 を 起こ そう 。 わ た し は 、 わ た し の 言葉 を 彼 の 口 に 置く 。 彼 は 、 わ た し が 彼 に 谷 
じ た す べ て の こと を 、 彼ら に 語る で あろ う 。』 













































































これ ら の 言葉 が も し 、 ム ハン マ ド に 当て は まる も の で な いと する な ら ば 、 彼 ら 
は 未だ に その 実現 が 果たさ れ な いま ま の 状態 に ある こと を 意味 する 。 イ エス ・ キ 
リス ト は 彼 自身 、 彼 の 教会 で 信じ られ て いる よう に 自ら が その 預言 者 で ある と 主 























張 す る こと は 決し て な か っ た 。 審判 者 と し て 現れ うる だ ろう が 、 立 法 者 と し て で 
は な い 。 だ が 、 必 ず 一 人 の 人 物 が 「『 彼 の 右手 』 に 『 法 (きら めく 炎 ) 』 を 携え て 
252C 玉 の 上 朋 価 語 人 計る 用) 























ムスリム の 学識 者 た ち は 、 こ の 予言 は ほか な ら ぬ ムハンマド に 当て は まる も の 
で ある と し ます 。 な ぜ な ら 、 モ ー ゼ と ムハンマド を 見 比べ た 際 に 数 多く の 点 で 類 
似 し て いる こと が 確認 で きる か ら で す 。 彼ら の 名 前 を 見 た 際 、 両 者 と も に 同様 の 
頭 文字 で 記さ れ ま す 。 彼ら は 両者 と も 自然 な 出産 に よっ て 誕生 し 、 結 婚 し 、 使 命 
を 授かり 、 そ し て 、 自 然 な 形 で 死 を 迎え た の で す 。 彼 ら は また 、 両 者 と も に 預言 
者 で あり 、 統 治 者 で あり 、 民 を 指揮 し 、 政 治 を 司 り まし た 。 そ し て 、 両 者 と も に 
AI ーー な で イエ スキ リス 下 は いく つが の 点 で 、 モ 一 ゼ 
こ 類 似 し て いな い 点 が あり ます 。 彼 の 超自然 的 な 誕生 の 仕方 に 始ま り 、 使 命 の 授 
0 どの で の 5 ロビ の どの こし 
た 結婚 を する こと は な く 、 モ ー ゼ の よう な 形 で 民 を 統制 する こと も 、 戦 争 で 戦う 
0 がり AGE 











































































































イエ ス ・ キ リス ト も 、 新 約 聖書 の 中 で も う 一 人 の 弁護 者 が 来る こと を 予言 し ま 
し た 。 イ エス ・ キ リス ト は 公言 し ます 。 「 父 は も う 一 人 の 弁護 者 を 、 (その 弁 護 
者 が ) いつ まで も あな た が た と 半 に いる よう に と 、 あな た が た に 与 た て くだ さる 
だ NE の の 1 し 邊 2 の の 第) まく 信人 き ) 











和え で イス キリ スト は こう 六 べ ます 


「 そ れ に も か か わら ず 、 私 は あな た 方 に 真実 を 伝え る 。 私 が 去る こと は あな た 方 
に と っ て 良い こと で ある 。 も し 、 私 が 去ら な けれ ば 弁護 者 は あな た 方 の も と に や 
っ て 来 な いで あろ う 。 だ が も し 、 私 が 立ち 去れ ば 、 私 は 彼 を あな た 方 に 遣わ むす だ 
NMR 2 
そし て 、 審 判 の 時 ・ 。 私 は まだ 、 あ な た 方 に 対し 数 多く の 言う べき こと が あ 
5。 だ が 、 あ な た 方 は 信 の 棄 階 で それ ら の 荷 を 背負 うこ と は で き な い で あろ う 。 
肥 が 真実 を 携え て 現れ た 時 ・・・ 一 体 ど うな る で あろ うか 。 彼 は あな た 方 を 真実 
に 導く 。 彼 は 自分 NO も 半 5250 かい 本 当 に 彼 は 聞き 、 そ し て 、 語 りか 
ける 。 彼 は 後に 到来 する 出来 事 を あな た 方 に 告げ 知ら せる で あろ う 。 彼 は ( 神 ) 
の 楽 光 を 称え る ・・・」 (ヨハ ネ 16 : 7 一 14) 
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イエ ス ・ キ リス ト の 後に 遣わ ちさ れる 人 物 


実際 、 ム スリ ム の 学識 者 た ち 多く の 理由 に より イエ ス ・ 388 0 
完全 に 満た し うる の は 、 NN その いく つか に 
つい て 言及 し て みる と : 








※ イエ ス ・ キ リス ト が 言及 する 「 も う 一 人 の 弁護 者 」 と いう 表現 は 、 聖霊 ( 三 位 


一 体 の 第 
スト 教徒 が 信仰 する 父 な る 神 、 キ リス ト と し て 世 
神 ) は 聖 














の で す 。 


3 位 ) に 適用 する こと は で きま せん 。 聖 吉 (三位一体 の 一 部 分 、 キ リ 
に 現れ た 子 な る 神 、 聖 圭 な る 
に よれ ば 以前 、 そ し て イエ ス ・ キ リス ト が 伝道 する 間 に 見 られ る も 
一 方 で ここ に 述べ られ る 「 弁 護 者 」 と は それ より も 後に 出 現 する も の 















































SM の 0 の で し 


さら に 、 


まり 人 R じ まあ 











ムハンマド は 、 罪 を 犯す 人 々 
彼 は 「 法 」 を 「! 彼 の 在 


に 対し て 警告 者 と し て 現れ 、 正義 を 貫く 
に 携え た 統治 者 で あり 、 裁定 者 だ っ 












































た の で す 。 


ムハンマド 
と その 永遠 

















SN や 


後 


は 、 唯 
に 起こ 














は 、 唯一 真正 の 神 へ と 人 々 を 導き まし た 。 そ し て 現世 の 目的 、 来世 
性 の 真実 な ど 、 多 く の 事 柄 に つい て 教示 し た の で す 。 


ー) に より 授け られ た 、 数 々 の 預言 と 奇跡 を 通じ 
に 示 し まし た 。 














ーー な る 存在 (アッ ラ 
る 出来 事 を 私 た ち 














ムハンマド は 預言 者 で あり 、 勝 手 気まま に 





も の を 言う わけ で は あり ませ ん で し 

















た 。 彼 ( 
8 示 











聖書 の 予言 で は 
ける で あろ う 」 


御名 に 


それ に 加え 、 あ る ユダ ヤ 人 が (キリ スト ! 


に あな た ! 


抽 


「- あ な た ! 
で は あり ま 
彼 は 言い ま 
の うっ 5 




















「 あ な た は あの 預言 者 で すか ? 彼 


は 、 自 ら を 通し て 1 
だ 。 閥 し て で 、A ペ ホシ ジマ ド ば は デ チッ ラー の 名 作 お いで れ 


ムハンマド 、 そ し て クル アデ アーン は 、 実際 に 
て 称え て いま す 。 
OK ゲ デ デ ド ビア 語 


(ヨハ ネ 


再び 、 ム スリ ム の 学識 者 た ち は 、 
なみ 2 マト 








が 世 








り 。 ク ルアー シン の 受け 由 と な 
の 言葉 を 読 語 し ます 。 
、 こ の よう に 述べ られ て いま す 。 「 彼 は 私 の 名 に お いて 語り か 
( 申 命 記 + 8 : 1 9) 。 事実 、 クル アデ アーン の 境 は 「 ア デッラ ー の 
お いて 」 と いう 表現 で 始ま る の で す 。 


交 示し た 言葉 、 の 2 















































こ イ エス ・ キ リス ト を 高貴 な 存在 と し 
彼 に 敬意 を 表す 意味 も 含め 、 ム スリ ム た ち は 自 分 の 子供 た ち 
で イエ ス を 意味 し ます ) と 名 付け る こと を 好む の で す 。 

















こ < 洗礼 を 施し た ) バプテスマ の ヨハ ネ 
誰 な の か と 尋ね た と ころ 、 彼 は 自身 を イエ ス ・ キ リス ト で も 、 エ リヤ 
に 現れ る と いう 預言 者 で も な いと 否定 し ます 。 






































誰 で すか ? そ 
EE 2 
33 NN で 。 
中 


し て 、 ヨ ハネ は 打ち 明け ます 。 私 は イエ ス ・ キ リス ト 
彼ら は 尋ね ます 。 それ な ら ば 、 あな た は エリ ヤ で すか ? 
あな た は あの 預言 者 で すか ? 彼 は 答え ます 。 
1 9-21) 









































- 違 いま 





この 聖書 の 一 節 で 言及 され て いる その 人 物 が 





で ある と 主 し ます 。 














Ne 


ーー 


えま す 。- 違 いま す -。」 だ と すれ ば 、 


ここ で 言及 され る 預言 者 と は 誰 な の で し ょ う ? 明確 な こと と し て 「 あ の 駐 言 者 」 
と は バプテスマ の ヨハ ネ で も な けれ ば 、 イ エス ・ キ リス ト で も な いと いう こと を 
ヨハ ネネ 自ら が 証言 し て いる の で す 。 

















ムハンマド 一 名 士 た もち の コメ ント ーー 














預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 が あり ます よう に ) と いう 人 物 像 は 、 こ れ ま 
で に も 大 きく 取り 上 げ ら れ て 来 ま し た 。 以 下 は その 一 部 と し て 、 著 名 な 和 名士 た ち 
に よっ て 述べ られ た も の で す 。 








ラマ ル テ ィ ー ヌ (フラ ンス 人 歴史 学者 ) は 次 の よう に 述べ ます 。 





「 偉 大 な 目的 、 微 小 な 資力 、 そ し て 、 顕 著 な 結果 は 人 間 の 天 分 を 判断 する 際 の 基 
準 で ある 。 近代 末 の あら ゆる 僅 大 な 人 物 の 中 で 、 あ えて ムハンマド と 比較 する こ 
と の で きる 人 物 は いる だ ろう か ?」 























そし て 、 彼 は 結論 付け ます 。 








「 人 間 の 偉大 さ が 評 価 さ れる こと に よっ て 得 ら れる 全て の 尺度 に 関し 、 私 た ち は 
十分 に 問う て みる が いい 。 どの 人 物 で も 彼 以 上 に 卓越 し た も の は いる だ ろう か 、 
と 。」 (Histoire De La Turqvie, Paris 1854 ) 
































ミカ エル ・ 量 ・ ハ ー ト 氏 は 、 彼 の 著書 The 100- 歴 史上 で 最も 重要 な 役割 を 果 
た す 人 物 の 格付 け - で 次 の よう に 述べ て いま す 。 





「 世 界 で 最も 影響 を 及ぼ し た 人 物 リ スト の 最初 に ムハンマド を 載せ た 私 の 選択 は 、 
読者 た ち を 驚か せ 、 ま た 他 に 至っ て は 句 問 に 思わ れ た か も し れ な い 。 し か し 、 彼 
は 歴史 上 で 唯一 、 宗 教 と 世俗 の 双方 と も に 、 こ の 上 な い 成 功 を お さめ た 人 物 だ っ 
だ の で め 人 る ⑳。、 





























ハー ト 氏 は 次 の よう に 結論 付け ます 。 











「 こ の 世俗 と 款 教 の 無類 の 組合 せ が 及 ぼ し た 影響 力 を 見 た と き 、 人 類 の 歴史 上 で 
最も 影響 を 及ぼ し た 人 物 の 一 人 と し て 、 ム ハン マ ド に は その 資格 が ある と 考え る 
に 至っ た の だ 。」 














彼 の 著書 「The Genuine Tslam」 ( 真 の イス ラー ム ) の 中 で ジョ ー ジ ・ バ ー ナ 





ー ド ・ シ ョ ー 卿 (アイ ル ラ ンド 生ま れ の 英国 の 劇作 家 ・ 批 評 家 ) は 言っ て いま す 。 
福 





























SU 


「 も し 、 彼 の よう な 人 物 が 現代 の 世の中 で 指導 者 で あっ た な ら 、 彼 は 平和 や ョ 
を この 世に も た ら す た め に 多く の 問題 を 解決 し 、 成 功 を 収め た で あろ 2 う 。」 











ショ ー 卿 は こう 付け 加え て いま す 。 
































「 彼 は これ まで 地上 に 足 を 踏み 入れ た 者 の 中 で 、 最 も 注目 すべ き 人 物 で ある 。 彼 
は 宗教 を 説き 勧め 、 地 位 を 確立 し 、 社 会 的 共同 体 を 築き 、 道 義 的 規律 を 広め 、 数 
多く の 社会 と 政治 の 改革 に 着手 し た 。 そ し て 、 後 の 教義 を 実行 し 、 表現 し た 、 強 
力 で 精力 的 な 社会 を 建設 し 、 世 界 の 人 々 の 思考 と 行動 を 完全 に 大 改革 し た の で あ 
る 。」 「The Genuine Islam」 ( 真 の イス ラー ム 第 一 巻 1936) 













































































マハ ー ト マー・ ガ ー ン ディ ー は 指摘 し ます 。 








「 そ の 当時 の 状況 の 中 で 、 イ スラ ー ム は 武力 に よっ て 地域 を 拡大 し て いっ た の で 
は な いと 十分 に 信じ きれ る よう に な っ た 。 自ら が 預言 者 で ある と 購 る わけ で も な 
く 、 約 東 に 対し て は 誠実 で あり 、 彼 の 仲間 や 従者 に 対す る 振舞 い 方 は と て も 環 身 
的 な も の で あっ た 。 彼 の 田 ま しさ や 動じ な い 姿 勢 は 、 絶 対 的 な 神 へ の 信頼 と 、 自 
ら の 使命 に 対す る 純粋 で 堅い 決心 の 表れ で ある 。」 (ヤン グ ・ イ ン デ ィ ア 新聞 ) 













































































洲 ルツ ギ ツ キツ グッ ゲー デ テ (ロー ビッ の ドイ ジー の 詩人 ) 人 ほこ りう 信 て 、 言 
いま す 。 



































「 彼 は 一 人 の 預言 者 で あっ て 詩人 な ど で は な い 。 そ れ ゆ え ク ルアー ン は 神聖 な # 
の 教え で あり 、 教育 や 娯楽 の た め 、 人 間 に よ っ て 創作 され た 書物 で は な い の だ 。 . 
(Noten und Abhandlungen zum Weststlichen Dvan, WA 1.7,32) 








さら に 、 最 近 の 研究 で ジョ ン ・ エ スポ ー ジ ト 氏 (宗教 と 国際 情勢 を 専門 と する 
大 学 教授 で あり 、 聖 十 宇 架 大 学 ・ 国 際 研 究 モ センター 所長 、 ま た 、 ア メリ カ 合 衆 還 
ジョ ー ジ タウ ン 大 学 ・ ム スリ ム と クリ スチ ャ ン を 理解 する た め の PABT セ ンタ ー 創 
立 責任 者 ) は 、 彼 の 著書 「 イ スラ ー ム 一 正しい 道 一 」 の 中 で 、 こ う 指 摘 し て いま 
す 。 


96 預言 者 た ちや 宗教 の 創設 者 な ど 、 主 要 な 宗教 に 携わる 人 物 た ち 
の 中 で 注目 に 値する 品位 と すばらし い 人 格 、 著 し いま で の 信頼 度 と 責任 感 を 備え 
持っ て いた 。 彼 に 従う も の た ち を 引き つけ 、 ア ラビ ア 半 島 に 統一 社会 を 築い た こ 
の 驚く べき 成功 は 、 彼 が 軍 の 戦略 に 秀 で て いた だ け で は な く 、 彼 が 並外れ た 人 物 
で あっ た こと 、 つ まり 彼 の 公正 さ 、 信頼 の で きる 人 柄 、 敬 虚 さ 、 6 SDZG 

憐れみ 深 さ な ど 、 彼 に 従う も の た ち が 理 解す る 独特 の 人 物 像 が そこ に あっ た こと 










































































































































































Sb で いる 。 | 、( 炊 ポ ボー ジ ント 2000) 

















彼 は 明らか に し ます 。 














「 ム ハン マ ド は イス ラー ム の 創立 者 な ど で は な い 。 つ まり 、 彼 は 新しい 宗教 を も 
PD も だ の で は な いら 。」 





エス ポー ジ ト 教授 は この 事実 を 強調 し ます 。 














「 イ スラ ー ム は 革命 を も た らし た 。 そ れ は 完全 な 『 封 』 で あり 、 最 終 預 言 者 と 
し て の ムハンマド に 麻 示 され た 、 ア デッラ ー へ の 完全 な 服従 (つま り 、 イ スラ ー ム ふ ) 
へ の 回 帰 で あや り 、 か れ ( ア ッ ラ ー) の 意志 を 履行 する こと へ の 再 な る 呼び 掛け で あ 
る 。 こ の よう に 、 ム ふ ムハンマド に と っ て の イス ラー ム は 新しい 信仰 形態 な ど で は な 
く 、 真 の 信仰 へ の 復帰 な の で ある 。」 

















伝承 





※ 一 人 の 男 が アッ ラー の 使徒 に 尋ね まし た 。 「 イ スラ ー ム で 一 番 良 い 行 いと は 
何で すか ?」 彼 は 答え まし た 。 「 あ な た 方 が 知っ て いる 者 、 知 ら な い 者 の いずれ 
に も 食べ 物 を 分 け 与 え 、 挨 拶 を する こと で す 。」 
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さら に 、 聞 言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 が あり ます よう に ) は 言い ます 。 








※「 ア ッ ラ ー は 、 あ な た 方 の 身体 や 外見 に よっ て 人 を 判断 され る の で は な いこ と 
を 知り な さい 。 か れ は あな た 方 の 心 の 動き や 行い を 見 て お られ る の で す 。」 





性 質 





! い は 











や 多神教 か ら マ ッ カ を 解放 し た と き 、 





ムハンマド が 、 マ ッ カ に 入り 、 偶 像 崇 提 

















マッ カ の 敵対 者 に 対す る 彼 の 処遇 は 次 の よう な も の で し た 。 


ムハンマド と ムスリム た ち は 大 き な 勝 利 を 収め た こと で 最高 の 喜び を か み し め 、 
歓喜 と 大 き な 満 足 の も と 聖 都 マ ッ カ に 名 旋 し まし た 。 駐 言 者 ムハンマド は 、 過 去 
に ムスリム た ち を 虐殺 し た こと に 対す る 報復 に 世 れ を な し た マッ カ の 人 々 を 集め 
ます 。 





ムハンマド は 尋ね ま し た 。 














「 私 が あな た 方 に 対し 、 何 を する か 分 か り ま すか ?」 彼ら (マッ カ の 人 々 ) は 稚 
えま し た 。「 あ な た は 仲間 に 対し て 寛大 で 、 私 た ちの 名 人 誉 あ る 兄弟 の 息子 で す 。 」 
その 時 、 優 し く 、 資 容 で 、 幅 れ み 深い 預言 者 は 彼ら を 薇 し 、 次 の よう に 告げ ます 。 
「 あ な た 方 に 何 も 危 害 は 与え ませ ん 。 行 き な さ い 。 あ な た 方 は 自由 で す 。」 















































この 先例 の な い 歴 史 的 出来 事 を 評 し て 、 ジ ョ ン ・ エ スポ ー ジ ト 教 授 は 述べ ます 。 








「 預 言 者 は 復讐 、 征 服地 の 略奪 行為 を 避け 、 戦 後 処 理 の 合意 で は な く 、 先 の 敵対 
者 に 対す る 武力 に よる 行使 より も 、 む し ろ 自 由 を 与え た 。 そ れ に より マッ カ の 人 々 
は イス ラー ム に 改宗 し 、 ム ハン マ ド を 指導 者 と し て 受け 入れ 、 ウ ンマ (ムスリム 
社会 ) に 加わ っ た の で ある 。」 























「 そ れ と は 対照 的 に 、 超 大 国 に よる 歴史 を 通し て の 不当 な 攻撃 や 侵略 、 他 者 を 苦 
し め る 人 罪深い 非道 な 行為 が 行使 され て いる こと に 気がつか れ た で あろ うか ? 実 際 、 
私 た ち は ム ハン マ ド の 人 生 を 知れ ば 知る ほど 、 彼 の 優れ た 行い や 性 格 を 理解 する 
の で ある 。 彼 は 事実 、『 人 々 に 対す る 慈悲 と し て 使わ され た の で ある 』」 (クル 
た 30 が の 320.0 7 ) 。 









































結び 





イス ラー ム は 、 ア ダム と イヴ の 時 代 に 起源 を さか の ぼる 真実 の 宗教 で す 。 そ れ 
は シン プル で 論理 的 、 明 快 な も の で あり 、 現 実 的 か つ 生 活 の 広範 囲 に 及ぶ も の で 
す 。 イ スラ ー ム の 美徳 は 唯一 の 創造 者 に 由来 する も の ゆえ 、 数 え 切 れる も の で は 
あり ませ ん 。 唯 一 な る 神 で ある アッ ラー は 、 変 わる こと の な い ク ルアー ン の 中 で 
次 の よう に 述べ て いま す 。 



































今日 われ は あな た が た の た め に 、 あ な た が た の 宗教 を 完成 し 、 ま た あな た が た 
に 対す る われ の 恩恵 を 全う し 、 あ な た が た の た め の 教 えと し て 、 イ スラ ー ム を 選 





ん だ の で ある 。」 (5 : 3) 


また 、 ム ハン マ ド は アッ ラー が 遣わ し た 最後 の 預言 者 で あり 、 す べ て の 人 々 (ユニ 

ダグ ヤ 孝 、 キ リス ト 教 徒 、 イ スラ ー ム 教徒 、 ヒ ンド ッ ゥ ーー 教徒 、 仏 教徒 、 無 神 論者 な 
ど ) に 対し て 遺 わ さ れ た の だ 、 と 唯一 な る 神 ア ッ ラ ー は 私 た ち に 告げ ます 。 ア ッ 
ラー は か れ の 導き と 光 を すべ て の 人 々 に 授け 、 精 神 的 、 社 会 的 、 世 界 的 な 平和 は 
も ちろ ん 、 平 穏 と 安らぎ を 獲得 する こと の で きる 秘密 と 鍵 を 明らか に し て いる の 
で 595 


イス ラー ム は 他人 と の 交際 や 判断 の 際 、 ま た 真実 を 探求 する 際 に は 公正 さ 、 賢 
明 さ 、 誠 実 さ 、 正 直さ 、 客 観 性 を 持ち 、 偏 見 を 持た な いよ う 私 た らち に 教え ます 。 
すなわち 、 真実 の 探求 に お いて は 信頼 の お ける 典拠 や 確実 な 事実 を も と に すべ き 
で あり 、 他 人 と の 交際 や 判断 を する 際 は 、 公 正 で 衣 ら か な 姿勢 で の 会 話 、 相 互 的 
な 敬意 、 そ し て 明瞭 な 理解 と と も に 執り 行わ れる べき な の で す 。 
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